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ウェルネスポータルサイト試験運用開始 自動交付機稼働 被災地へサーターアンダギーを援助 市民ミュージカル「太陽の門」 

南
城
市
長

古
謝  

景
春

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や

か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
市
政
に
対
し
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
南
城
市
も
７
回
目
の
お
正
月
を
迎

え
ま
し
た
。
私
は
、
毎
年
元
日
に
斎
場
御
嶽

を
参
拝
し
、「
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
市
の
発

展
」
を
祈
願
し
て
心
新
た
に
１
年
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
未
曾
有
の
東
日
本

大
震
災
は
日
本
全
土
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

ま
し
た
。
現
在
、
国
に
お
い
て
は
復
興
に
向

け
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
復

興
に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
刻
も
早
い
復
興
に
臨
み
、今
後
も
、

市
で
は
被
災
者
や
被
災
地
へ
で
き
る
限
り
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
市
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
は
市
政

施
行
５
周
年
に
あ
た
り
、
合
併
か
ら
５
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
を
踏
ま
え
、
未
来
に

向
か
っ
て
飛
躍
す
る
南
城
市
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
市
民
と
と
も
に
考
え
、
行
動
し
た
１

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
青
年
芸
能
フ
ェ
ス
タ
、
半
島
芸
術
祭
in
南

城
の
開
催
な
ど
既
存
の
事
業
の
充
実
を
は
じ

め
、
新
た
に
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し

た
「
市
長
と
語
る
会
」、「
市
政
施
行
５
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
は
、
そ
の
代
表

的
な
取
組
で
あ
り
ま
す
。

　
文
武
両
面
で
の
本
市
の
児
童
生
徒
及
び
若

人
た
ち
の
活
躍
は
、
連
日
マ
ス
コ
ミ
で
報
道

さ
れ
、
市
民
に
大
き
な
希
望
と
勇
気
を
与
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
事
業
で

の
先
進
的
な
取
組
が
評
価
さ
れ
、
保
健
衛
生

を
著
し
く
向
上
さ
せ
た
団
体
、
個
人
に
贈
ら

れ
る
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
に
も
拝
謁
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
文
化
財
行
政
で
は
、
島
添
大
里
城
跡
が
国

指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
佐
敷
上
グ
ス
ク
の

指
定
に
向
け
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
合
併
以
来
蒔
い
て

き
た
ま
ち
づ
く
り
の
種
が
芽
を
出
し
、
立
派

な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
市
民
の
皆
様
が
咲
か
せ
た
ま
ち

づ
く
り
の
花
が
、
実
を
結
び
さ
ら
に
様
々
な

分
野
へ
と
広
が
る
よ
う
、
市
民
と
行
政
と
の

協
働
を
深
め
な
が
ら
、地
域
力
を
向
上
さ
せ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
で
す
。
今

後
と
も
、
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
豊

か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
人
々
の
ユ
イ
マ

ー
ル
の
心
な
ど
、
地
域
特
性
を
最
大
限
に
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
組
み
、「
日

本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
活
力
に
あ
ふ
れ
、
市
民
の

皆
様
の
笑
顔
が
輝
く
希
望
に
満
ち
た
１
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
四
年
　
元
旦
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第1回エコスピリットライド 市長と語る会 保健文化賞受賞 5周年記念シンポジウム 

南
城
市
議
会
議
長

照
喜
名  

智

年頭の

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
南
城
市
議
会
の
運
営
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
3
月
11
日
に
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
れ
に
伴
っ
て
襲

っ
た
大
津
波
、
福
島
第
一
原
発
事
故
が
あ
り

世
界
中
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。

　
県
内
に
お
い
て
も
相
次
ぐ
台
風
襲
来
や

集
中
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、
防

災
意
識
の
高
ま
り
と
共
に
災
害
に
強
い
街
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
は
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
尚

巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
西
日
本
最
大
級
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
健
康

づ
く
り
に
お
い
て
も
市
当
局
や
地
域
の
取
り

組
み
が
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
南
城
市

が
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
歴
史
的
な
円
高
、

深
刻
な
デ
フ
レ
不
況
に
陥
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
政
府
に
お
い
て
は
被
災
地
の
復
興
、
普
天

間
基
地
移
設
、
T
P
P
参
加
等
、
喫
緊
の
課

題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、
消
費
税
増

税
等
、
生
活
に
直
結
す
る
問
題
に
お
い
て
も

歴
史
的
な
変
革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
は
足
腰
の
強
い
自
立
し
た

自
治
体
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
議
会
に

課
せ
ら
れ
た
役
割
も
益
々
大
き
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
政
に
お
い
て
は
地
域
主
権
の
新
た
な
時

代
を
迎
え
る
中
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
軸
に
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文

化
な
ど
南
城
市
の
持
つ
特
性
を
活
か
し
議
会

と
行
政
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

車
の
両
輪
の
ご
と
く
邁
進
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
議
会
の
理
念
や
責
務
、
市

民
へ
の
議
会
報
告
の
義
務
化
な
ど
を
定
め
る

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
議
論
が
深
ま
り
、

議
会
改
革
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
議
員

の
使
命
は
政
策
の
最
終
決
定
機
関
で
あ
り
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
あ
り
ま
す
。
二
元
代
表
制

の
基
、
使
命
と
役
割
を
果
た
し
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
倍
旧
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
　
元
旦
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http://www.city.nanjo.okinawa.jp/

新しい時代を切り開いていくために。より充実した市民の皆さまとのコミュニケーションのために。

新しい６つの機能をご紹介。

① Facebook ！
今話題の交流メ
ディア「フェイス
ブック」と連携！
掲示板としても活
用できるよ！ 詳細
は次ページへ！

④ 世界 7 言語！
世界 7 言語で表示
可能！ 南城市の旬
な話題が世界中の
人々にも伝えられ
るんだ！ 南城の心
を世界へ！

⑥ スマホ！
スマートフォンで
も最適な表示で閲
覧できるよ！ 画面
サイズに応じて自
動調整する PC サ
イトにも注目！

② 電子ブック！
広報誌等の出版物
が電子ブック化！
Web ブラウザ上で
本のページをめく
るように快適に見
られるよ！

⑤ 動画！
動 画 サ イ ト
「YouTube（ユ ー
チューブ）」と連携
して、南城市に関
する動画を随時更
新していくよ！

③ 市民カレンダー！
市民カレンダーが
より便利に！ 今す
ぐ知りたいイベン
トや相談窓口の日
程 は こ ち ら で
チェック！
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① まずはユーザ登録。

Facebook ってなに？ http://www.facebook.com/okinawa.nanjocity

Facebook（フェイスブック）とは、インターネット上で人々が交流するソーシャルネットワークサービス
（SNS）のひとつ。利用者は基本的に実名で登録し、利用することになります。市からのお知らせをいち早く
取得でき、従来あった掲示板機能を市民交流の場としてご利用いただくことができます。

掲示板をはじめ、南城市 Facebook ページの
機能を利用するには Facebook に利用者登録
（アカウント登録）する必要があります。
詳細： http://www.facebook.com/

「ウェルネス」ってなに？ と思われた方･･････
ぜひ１度サイトへおこしください。
　サイトURLはこちら⇒　 http://www.nanjo-wellness.com/about/
心もからだも元気になりたい！、癒されたい！とお思いの方･･････
ぜひ１度サイトへおこしください。
　サイトURLはこちら⇒ 　 http://www.nanjo-wellness.com/

会員になると……
１．南城市のカフェ・観
光施設などでのウェルネ
スクーポン利用
２．南城市で体験でき
るウェルネスプログラム
に参加
３．「未病予防」はウェ
ルネスの要！　ネットで
の医療従事者からアドバ
イスがもらえる健康相談

……などなど

② 「南城市」を「いいね！」。
南城市 Facebook ページにアクセスし、「いい
ね！」ボタンをクリック。これで南城市の最新
情報が「ウォール」と呼ばれるあなたの情報画
面に自動表示されます。随時、南城市からの情
報に共感したら「いいね！」して盛り上げてい
きましょう！

③ 掲示板を利用。
南城市 Facebook ページ左側にある「掲示板」
をクリックします。これまでの議論に加わりた
いときは投稿したいトピック名をクリック。新
しい議題を提示したいときは「New topic」を
クリックして投稿して下さい。

いいね
！

掲示板は市民の交流の場。誹謗中
傷はやめようねー。市役所へのお
問い合せも掲示板ではなく直接担
当課窓口へ問い合せようねー。マ
ナーを守れば、きっといいまちづ
くりに役立つなん。だぁ、わしも
「いいね」やってみようね～。

やってみよう！

2011年 4月南城市に「ウェルネス公式サイト」が
誕生しました !!!  ご存じでしたか？
2011年 4月南城市に「ウェルネス公式サイト」が
誕生しました !!!  ご存じでしたか？
2011年 4月南城市に「ウェルネス公式サイト」が
誕生しました !!!  ご存じでしたか？

現在１周年に向け、サイトリニューアルが着々と進行中
12月20日からは、会員特典南城市ウェルネスクーポンも配信!!!

南城市特産品プレゼント !!

さらに今なら、1周年特別企画 「会員登録キャンペーン」 実施中
この機会にぜひ、会員にご登録ください！

キャンペーンについてはこちら ⇒　http://www.nanjo-wellness.com/campaign/

会員登録をして南城市のスペシャル特産品を手に入れちゃおう♪
応募期間 2011年12月1日～2012年2月末まで



No.73（2012.1.1） 6

なんじょう日記

ホームページなら
より新鮮・充実。

ハ
ー
ト
が
世
界
を
照
ら
し
ま
す
よ
う
に
！

▶ 

毎
年
恒
例
、
小
谷
に
あ
る
美
ら
石
坂
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、

琉
球
石
灰
岩
の
石
段
を
地
域
住
民
手
づ
く

り
の
１
万
２
千
個
余
り
の
光
が
彩
り
ま
し

た
。
　
小
谷
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
沖
縄
県
内

で
も
知
る
人
ぞ
知
る
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
人
気
で
す
が
、
今
回
か
ら
ハ
ー
ト
の

◀ 

新
し
い
津
波
古
公
民
館
が
落

成
！ 

式
典
と
祝
賀
会
が
同
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
公
民

館
は
復
帰
前
の
１
９
６
６
年
に

完
成
。
40
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
と
な
っ

て
お
り
、冠
婚
葬
祭
、生
涯
学
習
、

伝
統
芸
能
の
継
承
、
子
育
て
サ

ロ
ン
、
各
種
団
体
の
活
動
拠
点

な
ど
様
々
な
機
能
を
実
現
で
き

る
施
設
で
す
。

　
瀬
底
正
人
区
長
は
「
十
分
な

機
能
を
持
っ
た
施
設
。
後
世
に

誇
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

新津波古公民館

商工会青年部＋島添の丘
◀ 

児
童
養
護
施
設
「
島
添
の
丘
」

の
子
ど
も
た
ち
と
南
城
市
商
工
会

青
年
部
（
知
念
隼
人
部
長
）
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
南
城
市
の
グ
ス
ク

ロ
ー
ド
公
園
周
辺
の
道
路
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
も
や
す

ご
み
、
も
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源

ご
み
の
分
別
を
み
ん
な
で
声
か
け

を
し
な
が
ら
、丁
寧
に
ご
み
を
拾
っ

て
い
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
や
る

と
す
ぐ
に
袋
い
っ
ぱ
い
。

　
清
掃
活
動
後
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
子
ど
も
達

か
ら
は
お
礼
と
と
も
に
「
今
後
も

交
流
会
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
７
月
に
開
催
し

た
南
城
市
商
工
会
青
年
部
主
催
の

資
金
造
成
ゴ
ル
フ
大
会
の
収
益
金

の
一
部
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

12/4

11/13

11/27

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
登
場
。
カ
ッ
プ
ル

や
家
族
の
記
念
撮
影
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
城
間
勝
美
自
治
会
長
は
「
南
城
市
は
合

併
し
て
ハ
ー
ト
の
地
形
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
に
は
真
心
、
愛
、
平
和
、
信
頼
、

感
謝
、
南
城
市
の
豊
か
な
未
来
と
世
界
の

人
々
の
幸
せ
を
願
う
、
市
民
の
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
我
が
自

治
会
か
ら
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
点
灯
式
に
は
地
域
住
民
が
多
数
集
い
、

カ
ラ
オ
ケ
十
八
番
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
点
灯
は
１
月
７
日
ま
で
。



２
万
３
千
鉢
を
植
え
た
！

▶ 「
花
の
里
・
つ
き
し
ろ
の
街
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
活
性
化
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
つ

き
し
ろ
自
治
会
。
こ
の
日
、
住
民
１
０
０

名
余
り
が
参
加
し
て
花
植
え
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
４
０
０
坪
の
空
き
地
に

２
万
３
千
鉢
の
花
を
使
っ
て
、
自
治
会
の

マ
ー
ク
や
、南
城
の
地
形
で
も
あ
る
「
ハ
ー

ト
」
の
形
を
描
き
ま
し
た
。

　
つ
き
し
ろ
青
年
会
か
ら
参
加
し
た
新
地

愛
理
さ
ん
と
東
恩
納
優
香
さ
ん
は
「
若
者

は
地
域
で
の
活
動
の
場
が
な
か
な
か
な
い

け
ど
、
こ
う
い
う
機
会
を
通
し
て
地
域
の

人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
の
で
楽
し

い
！
」「
つ
き
し
ろ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
！
」
と
話
し
、
皆

さ
ん
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

11/23

　島尻環境美化センターは築 31 年
が経過し、老朽化等で様々な弊害が
生じています。安定的なごみ処理の
あり方について解決策をみんなで考
えるため、「ごみ問題を考える集い」
を玉城中央公民館で開催しました。
　古謝市長は短期的に解決しなけれ
ばならない課題として、「施設の老朽
化」、既存の県内最終処分場から受入
が困難とされ行き場を失いつつある
「焼却残さの処理」、市内で佐敷地域
のみ東部清掃組合の域に組み入れら
れている「いびつな処理形態」を提示。
来場者に「市全体のために問題をど
う解決していくか、みんなで考える
必要がある」と訴えました。
　また、古謝市長が沖縄本島南部の
一体的な最終処分場のあり方を考え
る「サザンクリーンセンター推進協
議会」で、島尻環境美化センターを
閉鎖した跡地に 15 年の期限付きで
最終処分場を設置し、期限後は他市
町村への輪番制を設けるという提案
をしたことについて、会場からは安
全性について不安視する意見や、「輪
番の次の候補地を決めるなどの担保
が必要だ」等の意見が出されました。
　古謝市長は安全性について「最終
処分場の形態は焼却灰の飛散やにお
いを出さない被覆型もある。それで
も地下水汚染が心配だったが、現在
では濾過技術で安全性が確保できる」
と説明。また、「市民の皆さんと協力
して、理解を得ながら解決を図りた
い」と協力を求めました。
　その他、会場からは「クリーン指
導員の設置を強化し、ごみ分別を徹
底すべき」「ごみ問題を真剣に考える
環境づくりが必要」など、ごみ減量
化を併せて進めるべきとの意見も出
されました。次回の集いの詳細は 13
ページをご覧下さい。

12/1

津
波
に
そ
な
え
て

▶ 

佐
敷
字
仲
伊
保
区
、
冨
祖
崎
区
合
同
に

よ
る
津
波
災
害
対
策
防
災
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は
訓
練
計
画
か
ら
当

日
の
実
施
に
至
る
ま
で
仲
伊
保
区
自
主
防

災
組
織
、
冨
祖
崎
区
自
主
防
災
組
織
に
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
総
勢
２
８
２
名
の
参
加
が
あ
り
ま

11/20

し
た
。
仲
伊
保
区
長
吉
田
さ
ん
は
「
避
難

訓
練
を
継
続
し
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
」、
冨
祖
崎
区
長
玉
寄
さ

ん
か
ら
も
「
今
日
の
訓
練
の
反
省
点
を
持

ち
帰
っ
て
改
善
し
て
い
き
た
い
」
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
伊
保

区
、
冨
祖
崎
区
に
つ
い
て
は
自
主
防
災
組

織
を
中
心
に
防
災
意
識
高
揚
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
 

今
年
度
冨
祖
崎
区
は
（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
（
地
域
防
災
組
織
育
成
）
を
活
用
し

災
害
時
に
備
え
防
災
器
具
を
購
入
、
今
回

の
訓
練
に
も
活
用
し
使
用
方
法
等
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ
い
て
の
問
い

合
せ
：
総
務
課
（
玉
城
庁
舎
）☎
９
４
８‒

７
１
１
１
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三
月
十
一
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
。

一
瞬
に
し
て
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
町
と
多

く
の
命
、
テ
レ
ビ
で
目
に
し
た
そ
の
光
景
は

目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
悲
惨
な
情
景
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
、
日
本
全

国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
か
ら
義
援
金
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
多
く
の
生
活
物
資

が
被
災
地
へ
と
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
、
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
ば
、
そ
れ
は
「
思
い
や
り
、
優
し
さ
、
助

け
合
い
」。
じ
ぶ
ん
の
利
益
の
た
め
で
は
な

く
、
人
が
人
の
た
め
に
自
己
を
惜
し
む
こ
と

な
く
協
力
す
る
人
々
の
姿
を
目
に
す
る
度

に
、
僕
も
含
め
、
暗
く
沈
ん
だ
人
々
の
心
は
、

暖
か
く
明
る
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
、
多
く
の
人
が
、
今
ほ
ど
人
の
「
思

い
や
り
」
や
「
優
し
さ
」
に
気
づ
か
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
僕
は
生
後
一
年
目
で
、
生
死
の
境
を
さ
ま

よ
う
大
病
を
患
い
ま
し
た
。「
一
命
を
と
り

と
め
て
も
一
生
入
院
生
活
は
避
け
ら
れ
な

い
」
と
、
両
親
は
医
者
か
ら
告
げ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
僕
の
病
名
は「
肺
疾
患
」。
し
か
し
、

僕
は
両
親
を
始
め
、
そ
の
当
時
の
先
生
や
看

護
師
の
お
陰
で
、
一
年
あ
ま
り
の
入
院
生
活

の
後
に
無
事
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
が
、
僕
は
そ
の
後
も
何
度
と
な
く
入
退
院

を
繰
り
返
し
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
度
に
支
え
て
く
れ
る
、
家

族
、
そ
し
て
学
校
の
友
達
や
先
生
方
。
十
四

歳
に
な
っ
た
今
で
も
僕
は
酸
素
を
手
放
せ
な

い
ほ
ど
体
が
弱
く
、
友
達
と
一
緒
に
ハ
ー
ド

な
活
動
や
体
育
、
部
活
な
ど
一
切
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
僕
に
周
り
の
同
級
生
は
、
思
い

や
り
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
ま
す
。
僕
が
で

き
な
い
こ
と
は
、
自
然
と
手
を
伸
ば
し
て
代

わ
り
に
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
優
し
い
こ
と

ば
や
励
ま
し
の
こ
え
か
け
も
何
度
と
な
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、小
学
生
の
頃
か
ら
は
「
通

常
の
学
級
で
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
」
と
、
ヘ
ル
パ
ー
の
先
生
が
特
別

に
付
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
の
先
生

は
、
時
に
は
親
や
兄
弟
の
よ
う
に
僕
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
先
生
の

言
葉
や
行
動
か
ら
た
く
さ
ん
の
「
勇
気
」
を

も
ら
う
こ
と
で
、
今
、
僕
は
毎
日
を
楽
し
く

過
ご
せ
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、
生
ま
れ

て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
僕
の
日
常
は
常
に
、
周

り
の
人
々
の
「
思
い
や
り
」
と
「
優
し
さ
」

に
囲
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
僕
だ
け

で
は
な
く
、
今
生
き
て
い
る
「
人
」
全
て
に

例
外
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を

そ
の
人
自
身
が
感
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
違

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
僕
や
震
災
に
遭

わ
れ
た
人
々
の
様
に
、
特
別
な
状
況
下
に
置

か
れ
た
時
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
「
人
」

の
「
思
い
や
り
」
と
「
優
し
さ
」
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
僕
は
多
く
の
人
の
思
い
や
り
と
優
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
日
々
生
活
す
る
中
で
、「
自
分

も
頑
張
る
人
を
応
援
で
き
る
手
助
け
が
し
た

い
！
」「
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
励
ま
し
、

そ
の
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
な
応
援
を
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
わ
き
将
来
裁
判
官
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
裁

判
官
は
人
を
裁
く
と
い
う
よ
り
も
、
人
を
人

と
し
て
正
し
い
道
に
導
き
、
本
来
持
っ
て
い

る
「
心
」
を
取
り
戻
す
た
め
の
手
助
け
を
す

る
仕
事
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
裁
判
官
へ

の
道
の
り
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
だ
と
聞
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
は
助
け
て
も
ら
っ
た

家
族
、
先
生
、
友
達
そ
し
て
多
く
の
人
々
へ

の
恩
返
し
の
た
め
に
、
必
ず
こ
の
夢
を
実
現

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
連
鎖
」と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
が
、

僕
は
「
思
い
や
り
」
と
「
優
し
さ
」
の
連
鎖

は
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
今
回

の
震
災
で
救
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
国
々

は
、
以
前
、
日
本
が
救
援
に
あ
た
っ
た
国
の

人
々
も
多
く
い
ま
し
た
。
ま
た
、
十
数
年
前

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
多
く
の

人
々
も
、
真
っ
先
に
被
災
地
へ
向
か
い
救
援

を
し
ま
し
た
。
僕
も
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

て
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、「
誰
か
を
支
え
る
仕
事
が
し
た
い
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
震
か
ら
四
ヶ
月
経
っ
て
も
未
だ
復
旧
が

進
ま
ず
、
暗
く
沈
ん
だ
日
本
で
す
が
、
震
災

に
よ
っ
て
目
に
し
た
多
く
の
「
優
し
さ
」
と

「
思
い
や
り
」
の
連
鎖
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
照
ら
す
明
る
い
灯
火
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。「
思

い
や
り
」
と
「
優
し
さ
」
の
連
鎖
が
ど
ん
ど

ん
広
が
れ
ば
、
日
本
は
今
よ
り
も
き
っ
と
明

る
い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
心
の
つ
な
が
り
が
お
互
い
の
絆
の
強
さ

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
湧
き
出
て
く
る
信
頼
の

厚
さ
が
明
る
い
社
会
へ
と
導
く
も
の
と
な
る

と
信
じ
、
僕
は
、
今
ま
で
多
く
の
人
か
ら
与

え
て
も
ら
っ
た
「
優
し
さ
」
や
「
思
い
や
り
」

そ
し
て
、
支
え
合
う
絆
の
大
切
さ
を
心
に
刻

み
、
明
る
い
未
来
を
、
明
る
い
社
会
を
築
く

社
会
の
一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

新
し
い
年
へ
、
中
学
生
か
ら
の
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

第
61
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

「
思
い
や
り
」と「
優
し
さ
」の

　 

連
鎖
で
作
る
明
る
い
社
会

佐敷中学校２年
大 城   琉 樹 君
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市役所や市の出先機関で臨時職員・嘱託員として働くことを希望する者に事前に登録して
いただいて、その中から条件に合う者を選考し採用します。

■職　　種／主な職種と主管課は以下のとおりです。（職種により資格・免許等が必要な場合が
あります）

■募集期間／平成 24 年２月６日　※締め切り後も常時受け付けます。

■勤務時間／週５日以内、１日７時間 45 分以内（職種により異なります）

■賃金・報酬／月額、日額又は時間額による（職種により異なります）

■登録方法／市販の履歴書に写真を貼付して市役所総務課（玉城庁舎）までお持ちください。その
際、臨時職員登録申請書（総務課、大里庁舎総合窓口及び佐敷・知念出張所で受け取り）
の提出もお願いします。

注意事項
※この登録は採用を保証するものではありません。
※登録有効期間は平成 24 年度末（平成 25 年３月 31 日）まで
※履歴書等につきましては、返却はいたしません。当登録の目的以外には使用せず、個人情報として適切に保管・
処理いたします。
※実際の募集は、各主管課の業務の必要に応じて行われますので、希望職種の登録者が多数の場合や勤務条件が合
わないなどの理由で、登録期間内に採用されない（又は面接の連絡がない）場合もありますのでご了承ください。

職　　　　種 主　　管　　課
市役所の各部署

財政課

都市建設課

市民課

児童家庭課

社会福祉課

健康課

社会福祉課、健康課

税務課、健康課

観光文化振興課

田園整備課

総務課、まちづくり推進課

水道総務課

一般事務職員

現業職（用務員）

現業職（労務職）

窓口業務

保育士、児童厚生員（以上要資格）

調理員、女性・児童家庭相談員

生活保護面接相談員、障害程度認定調査員、手話通訳士（者・奉仕員）、

主任介護支援専門員、介護支援専門員、社会福祉士、看護師（以上要資格）、

生活保護就労支援員、生活保護収入資産調査員、住宅確保支援員

管理栄養士（要資格）

診療報酬明細点検員、保健師（以上要資格）

市税等徴収業務嘱託員（国民健康保険税徴収嘱託員含む）

観光総合案内センター管理業務嘱託員

用地補償交渉員

庁舎間巡回バス運転手

下水道宅内排水管接続推進業務嘱託員

臨時職員・嘱託員登録者の募集臨時職員・嘱託員登録者の募集臨時職員・嘱託員登録者の募集
平成24年度の臨時職員・嘱託員の登録者を募集します。

登録に関する問い合せ先 ： 南城市役所　総務課  ☎：０９８-９４８-７１１１　ＦＡＸ：０９８-９４８-７１４９
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無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
身
近

な
お
悩
み
（
例
え
ば
、遺
産
相
続
問
題
な
ど
）

に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
１
月
の
相
談
日
〉

 

日
時
：
１
月
12
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

 

場
所
：
佐
敷
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

 〈
２
月
の
相
談
日
〉

 

日
時
：
２
月
９
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

 

場
所
：
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員
：
弁
護
士　

 

永
吉
盛
元

相
談
対
象
者
：
南
城
市
内
に
在
住
の
方　

※
 

事
前
電
話
予
約
可
能
（
相
談
日
の
１
ヶ

月
前
か
ら
受
付
し
ま
す
）（
月
〜
金
・
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
・
祝
祭
日
除
く
）

※
 

相
談
人
員
は
毎
月
、
事
前
予
約
と
当
日

受
付
を
含
め
て
10
人
に
達
し
次
第
、
受
付

終
了
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談総

務
課
（
玉
城
庁
舎
）

☎ 

９
４
８‒

７
１
１
１

　

掛
け
金
、
お
一
人
様
５
０
０
円
で
お
馴

染
み
の
「
沖
縄
県
都
市
交
通
災
害
共
済
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
の
保
険
や
共
済
が
普
及
・
充
実
し

て
き
た
こ
と
や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

な
ど
の
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
加

入
者
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
交
通
事
故
の
増
大
に
よ
り
、

市
民
相
互
の
扶
助
精
神
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
本
組
合
の
当
初
の
目
的
は
果
た
さ

れ
た
も
の
と
判
断
し
、
平
成
24
年
度
の
加

入
募
集
を
中
止
し
、
事
業
を
廃
止
致
し
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
に
加
入
し
会
員
に
な
っ
て

い
る
方
が
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
事

故
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
見
舞
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

沖
縄
県
都
市
交
通
災
害

共
済
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課
（
大
里
庁
舎
）

☎
９
４
６‒

８
９
８
１

お
知
ら
せ

掲
示
板

　

中
城
海
上
保
安
部
で
は
「
１
１
８
番
の

日
」
関
連
行
事
の
一
環
と
し
て
、
海
上
保

安
業
務
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
知
名
埼
灯
台
の
一
般
公
開
を
実

施
し
ま
す
。

 〈
日
時
〉

　

平
成
24
年
１
月
21
日
（
土
）

　

10
時
〜
16
時

〈
場
所
〉

　

知
名
埼
灯
台
（
知
念
字
知
名
名
城
原
）

〈
１
１
８
番
の
日
に
つ
い
て
〉

　

海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
「
１

１
８
番
」
は
、
平
成
12
年
５
月
１
日
に
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
海
上
保
安
庁
で
は
、「
１

１
８
番
」
の
重
要
性
を
よ
り
多
く
の
人
々
に

理
解
し
て
頂
き
、
海
の
安
全
確
保
に
資
す
る

た
め
、平
成
23
年
か
ら
毎
年
１
月
18
日
を
「
１

１
８
番
の
日
」
と
し
、
そ
の
周
知
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

知
名
埼
灯
台
の

一
般
公
開
に
つ
い
て

中
城
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
９
２
１‒

１
６
２
３

お
問
い
合
せ　

総
務
課（
玉
城
庁
舎
） 

☎
９
４
８‒

７
１
１
１

■
日　

時
：
平
成
24
年
２
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分　

受
付

　
　
　
　
　

午
後
７
時　

開
宴

■
場　

所
：
玉
城
中
央
公
民
館 

■
会　

費
：
３
０
０
０
円

■
受　

付
：
南
城
市
叙
勲
等
祝
賀
実
行

委
員
会
事
務
局（
玉
城
庁
舎
総
務
課
）

屋
冝
　
由
章 

氏（
元
大
里
村
長
） 

　

春
の
叙
勲　

旭
日
小
綬
章

大
城
幸
八
郎 

氏（
玉
城
字
奥
武
出
身
） 

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

永
吉
　
盛
隆 

氏（
知
念
字
吉
富
出
身
） 

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

瑞
宝
単
光
章

大
城
　
　
晃 

氏（
元
玉
城
村
長
）

　

秋
の
叙
勲　

旭
日
双
光
章

仲
村
　
正
廣 

氏（
元
玉
城
村
助
役
）

　

秋
の
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

前
城
　
盛
善 

氏（
知
念
字
知
名
出
身
）

　

秋
の
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

会
費
を
添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

※

申
し
込
み
締
め
切
り
は

　
　
　
　
　

平
成
24
年
２
月
３
日
（
金
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

会
費
を
添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

※

締
め
切
り
は
平
成
24
年
２
月
３
日（
金
）

平
成
23
年
度 

叙
勲
等
受
章
祝
賀
会

平
成
23
年
度 

叙
勲
等
受
章
祝
賀
会

市
民
の
皆
様
で

　
受
章
を
祝
い
ま
し
ょ
う
♪

ふ
る
�
て
ご
参
加
を
！

受
章
者
の
紹
介

お
問
い
合
せ
：
同
大
会
実
行
委
員
会　

☎
９
６
３‒
８
２
１
３

第
24
回 

な
ん
ぶ
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
24
回 

な
ん
ぶ
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
24
回 

な
ん
ぶ
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
日
：
平
成
24
年
３
月
18
日
（
日
）

場　
　

所
：
糸
満
市
西
崎
運
動
公
園
（
西
崎
陸
上
競
技
場
）

受
付
期
間
：
平
成
24
年
２
月
５
日
（
日
）
ま
で

　

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
県
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
郵
便
振
替

　
　
（
平
成
23
年
11
月
１
日
〜
）

　

◎ 

南
部
市
町
村
・
海
邦
銀
行
窓
口
（
平
成
24
年
１
月
16
日
〜
）
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〈
試
験
日
〉

 

平
成
24
年
３
月
11
日
（
日
）

〈
試
験
の
種
類
〉

 

甲
種
（
第
１
類
〜
第
５
類
）

 

乙
種
（
第
１
・
４
・
６
・
７
類
）

〈
試
験
会
場
〉

 
沖
縄
国
際
大
学
、
八
重
山
農
林
高
校

〈
願
書
受
付
期
間
〉

 

平
成
24
年
２
月
６
日
（
月
）〜
13
日
（
月
）

〈
願
書
配
布
先
〉

 

各
消
防
本
部
、
県
宮
古
事
務
所
総
務
課
、

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

〈
願
書
提
出
先
〉

 （
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
窓
口
へ
持
参

※
 

電
子
申
請
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
！

〈
お
問
い
合
せ
〉

 （
財
）
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

　

那
覇
市
旭
町
１
１
６‒

３
７

　

自
治
会
館
６
階

　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

消
防
設
備
士
試
験

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県
支
部

☎
９
４
１‒

５
２
０
１

〈
映
画
「
生
ま
れ
る
」
無
料
整
理
券
配
布
〉

 

詳　

細
：
本
誌
13
ペ
ー
ジ
参
照

 

対
象
者
：
一
般
男
女
、
会
員
、
賛
助
会
員

〈
役
員
募
集
〉

 

任
期
：
平
成
24
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月

〈
踊
り
の
衣
装
（
市
民
音
頭
用
）
の
回
収
〉

　

黄
金
色
の
上
着
を
お
持
ち
の
方
、
玉
城

中
央
公
民
館
へ
預
け
て
い
て
下
さ
い
。

南
城
市
女
性
連
合
会

役
員
募
集

南
城
市
女
性
連
合
会

☎
９
４
５‒

２
３
４
４
（
玉
城
）

　

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
で
は
、
嘱

託
職
員
候
補
者
登
録
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〈
職
務
内
容
〉

　

要
介
護
認
定
調
査
員
（
調
査
員
業
務
基

準
有
り
）

〈
任
用
期
間
〉

　

勤
務
成
績
等
に
よ
り
更
新
制
度
有
り

〈
勤
務
所
属
〉

　

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
南
部
調
査

認
定
事
務
所
（
南
風
原
町
在
）

〈
報
酬
〉

　

月
額
20
万
円

※

通
勤
手
当
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

〈
申
込
資
格
〉

① 

介
護
支
援
専
門
員　

② 

保
健
師　

③ 

看

護
士　

④ 

介
護
福
祉
士　

⑤ 

連
合
長
が
認

め
た
者

※
 

１
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
、
前
記
勤
務
条

件
を
確
実
に
勤
務
で
き
る
者

※
 

任
用
期
間
中
、
当
連
合
以
外
か
ら
給
与

や
報
酬
等
を
受
け
る
こ
と
は
原
則
禁
止
さ

れ
ま
す
。

〈
申
請
用
紙
の
配
付
場
所
〉

　

当
連
合
本
庁
舎
・
各
調
査
認
定
事
務
所
・

南
城
市
役
所
社
会
福
祉
課

県
介
護
保
険
広
域
連
合

嘱
託
職
員
候
補
者
募
集

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合 

認
定
課

☎ 

９
２
１‒

７
８
０
４

　

貴
重
な
ご
寄
付
は
、
南
城
市
の
将
来
を

担
う
学
生
の
育
英
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

兼
本 

清
弘 

様
（
南
城
市
知
念
字
知
名
）

　

故 

兼
本 

好
子 

様
の
香
典
返
し
と
し
て
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
問
い
合
せ 

教
育
指
導
課（
大
里
庁
舎
） 

☎
９
４
７‒

６
０
１
７ 

■
日　
　

時

　

平
成
24
年
２
月
12
日（
日
）午
後
２
時

■
と
こ
ろ

　

南
城
市
大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
数

　

①
幼
稚
園
の
部

　
　
（
３
組｛
ま
た
は
、３
名
｝）

　

②
小
学
生
の
部（
８
名
）

　

③
大
人
の
部（
４
名
）

■
申
込
方
法

　

幼
稚
園
・
小
学
生
の
部

　

①
各
幼
稚
園
・
小
学
校
の
教
頭
先
生

へ
申
込
書
を
提
出　

　

②
南
城
市
立
図
書
館
４
ヶ
所
に
設
置

の
応
募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
申
込
書
を
投
函

　

大
人
の
部 

　

①
大
里
庁
舎
３
Ｆ
教
育
指
導
課

　

②
玉
城
中
央
公
民
館

　

③
知
念
中
央
公
民
館

　

④
佐
敷
出
張
所
市
民
課

　

に
設
置
の
応
募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
申
込
書
を

投
函

■
申
込
期
限

　

平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）午
後
５
時

ま
で

【
南
城
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
】

第
３
回
南
城
市
し
ま
く
と
ぅ
ば
お
話
大
会

第
３
回
南
城
市
し
ま
く
と
ぅ
ば
お
話
大
会

第
３
回
南
城
市
し
ま
く
と
ぅ
ば
お
話
大
会

発
表
者
募
集
!!

発
表
者
募
集
!!

日　時　2012年1月28日（土）
　　　　開場 17:30 ／ 開演 18:00
場　所　シュガーホール
入場料　500円
演　目　「スクーティン・オン・ハードロック」
　　　　「エルフゲンの叫び」
　　　　「マリンバ協奏曲第一番」
お問い合せ ： ☎090-9789-6547（知念）

さしきウィンドアンサンブル

第６回 定期演奏会第６回 定期演奏会第６回 定期演奏会
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求
職
者
、
事
業
経
営
者
の
相
談
窓
口

　

毎
月
１
回
、
大
里
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、
求
職
者
や
事
業
主
を

対
象
に
県
内
の
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
を
受
け
る
窓
口
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
社
会
保
険

労
務
士
の
専
門
家
が
相
談
者
に
対
し
て
、

国
・
県
や
市
町
村
の
雇
用
施
策
を
含
め
、

雇
用
支
援
に
関
す
る
情
報
を
的
確
に
提
供

す
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
求
人
情
報

の
提
供
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

〈
相
談
費
用
〉
無
料

〈
相
談
日
時
〉

　

１
月
20
日
（
金
）　

10
時
〜
17
時

〈
相
談
場
所
〉

　

大
里
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

グ
ッ
ジ
ョ
ブ

相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

産
業
振
興
課
（
玉
城
庁
舎
）

☎ 

９
４
８‒

１
１
９
０

〈
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
？
〉

　

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業

分
野
の
売
上
（
収
入
）
金
額
や
費
用
な
ど

の
経
理
項
目
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把

握
す
る
調
査
で
す
。

〈
調
査
対
象
は
？
〉

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
で
す
。

〈
調
査
期
日
は
？
〉

　

平
成
24
年
２
月
１
日
で
す
。

〈
調
査
方
法
は
？
〉

　

県
知
事
が
任
命
す
る
調
査
員
が
、
平
成

24
年
１
月
末
ま
で
に
調
査
票
を
配
布
し
、

２
月
か
ら
回
収
し
ま
す
（
支
社
等
を
有
す

る
企
業
、
一
定
規
模
以
上
の
製
造
業
の
事

業
所
に
つ
い
て
は
、
別
方
法
で
調
査
し
ま

す
）。

〈
調
査
結
果
は
？
〉

　

速
報
集
計
は
平
成
25
年
１
月
、
確
報
集

計
は
平
成
25
年
夏
ご
ろ
か
ら
順
次
公
表
し

て
い
き
ま
す
。

平
成
24
年

経
済
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
玉
城
庁
舎
）

☎ 

９
４
８‒

７
１
１
０

あ
な
た
の
就
職
活
動
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト
！

　

南
城
市
で
は
求
職
者
・
転
職
希
望
者
を

対
象
に
「
就
活
応
援
無
料
講
座
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
全
て
の
講
座
が
な
ん
と
受

講
料
無
料
で
、
し
か
も
受
講
後
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
も
万
全
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
関
連
機
関
と
の
連
携
が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
、
市
内
外
の
お
仕
事
紹
介
や
求
人
情
報

の
提
供
、
履
歴
書
作
成
の
お
手
伝
い
な
ど
、

あ
な
た
の
就
活
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
致
し

ま
す
。

　

各
講
座
と
も
、
雇
用
保
険
受
給
の
就
職

活
動
実
績
認
定
付
き
。
こ
の
機
会
を
お
見

逃
し
な
く
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
城
市
地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

　

玉
城
庁
舎
２
階　

産
業
振
興
課
内

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
南
城
市
地
域
雇
用
」

で
検
索
！

南
城
市
就
活
応
援
無
料
講
座

受
講
生
大
募
集
！

南
城
市
地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

☎ 

８
５
２‒

６
５
０
５

事業所の
皆様

ご協力よ
ろしく

お願いし
ます。

　

市
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
２
４
首
作
品
の

中
か
ら
、
６
作
品
が
大
賞
お
よ
び
優
秀
賞
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
與
那
嶺
順
子

さ
ん
の
作
品
が
見
事
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
広
報
な
ん
じ
ょ
う
12
月
号
に
も
関
連
掲
載
）

大
　
賞
（
テ
ー
マ　

斎
場
御
嶽
）　

　
ま
こ
と
神
降
れ
の
　
ク
バ
の
さ
ら
め
け
ば

　
　
真
肝
引
き
締
ま
る
　
斎
場
御
嶽

う
る
ま
市
与
那
城　
　

前
原　

武
光

優
秀
賞
（
テ
ー
マ　

斎
場
御
嶽
）

　
斎
場
御
嶽
の
大
石
や
　
畏
れ
て
る
拝
む

　
　
神
々
の
宿
て
　
心
さ
や
か

南
城
市
玉
城　
　

與
那
嶺　

順
子

優
秀
賞
（
テ
ー
マ　

斎
場
御
嶽
）　

　
神
の
島
向
か
て
　
あ
が
り
太
陽
拝
む

　
　
天
地
の
恵
み
　
平
和
願
て

名
護
市
三
原　
　

浦
島　

悦
子

優
秀
賞
（
テ
ー
マ
　
糸
数
城
跡
）

　
石
積
や
み
ぐ
と
　
糸
数
ぬ
城

　
　
四
方
ゆ
見
渡
し
ゅ
る
　
　
按
司
の
勇
姿

名
護
市
伊
差
川　
　

池
宮　

直
枝

優
秀
賞
（
テ
ー
マ
　
知
念
大
川
）

　
湧
き
出
ぢ
る
水
に
　
肝
の
糸
流
ち

　
　
心
癒
さ
り
る
　
知
念
大
川

う
る
ま
市
安
慶
名　
　

知
念　

仁
照

優
秀
賞
（
テ
ー
マ
　
南
城
市
）

　
と
よ
む
南
城
市
　
あ
ま
た
あ
る
文
化
財

　
　
　
琉
歌
に
書
き
残
ち
　
代
々
に
継
が
な

恩
納
村
仲
泊　
　

大
城　

和
子

第
四
回
琉
歌
募
集
事
業 

受
賞
作
品
発
表
！

お
問
い
合
せ
：
南
城
市
文
化
協
会
事
務
局（
☎
０
９
０‒

１
９
４
２‒

２
４
２
８
）

南
城
市
文
化
協
会　

第
５
回 

総
合
文
化
展

南
城
市
文
化
協
会　

第
５
回 

総
合
文
化
展

南
城
市
文
化
協
会　

第
５
回 

総
合
文
化
展

開
催
日
：
平
成
24
年
２
月
10
日
（
金
）〜
12
日
（
日
）

時　

間
：
10
時
〜
19
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

会　

場
：
南
城
市
知
念
体
育
館

　
　
　
　

入
場
無
料
！

絵
画
・
彫
刻
・
陶
芸

木
工
・
盆
栽
・
華
道

書
道
・
写
真
・
琉
歌

学
術
文
化
な
ど
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　島尻環境美化センターは、築31年が経過し施設の存続や閉鎖についてさまざまなメリットやデメリッ
トがあります。
　これまでの地域負担の軽減やサザン協による施設広域化に向けた取り組みなど解決すべき多くの課題
があります。南城市の安定的なごみ処理のため抜本的な改善が求められております。
　みんなで考えよう、みんなで解決しようをテーマに下記日程により“ごみ問題を考える集い”を開催
いたしますので、市民の皆様、是非ご参加下さい。

●命を見つめる４組の夫婦の物語を通して、私たちが生まれてきた意味や家族の絆、命の大切さ、人との
　繋がり、そして“生きる”ことを考えるドキュメンタリー映画です。

～みんなで考え　みんなで解決しよう～

南城市のごみ問題を考える集い  島尻環境美化センター  存続？閉鎖？

1月22日（日）1月22日（日）

南城市のごみ問題を考える集い  島尻環境美化センター  存続？閉鎖？南城市のごみ問題を考える集い  島尻環境美化センター  存続？閉鎖？

日　　　時

開催日時及び場所
場　　　所 時　　　間

お問い合せ ：生活環境課（大里庁舎）  ☎946-8981

平成２４年１月２９日（日） 南城市玉城中央公民館 午後３時～午後５時

※一時保育有ります。

◆路線バスの場合
　東陽バス、志喜屋３８番でシュガーホール入り口下車、徒歩５分。
　那覇バスターミナルか
　ら４０分程度。

◆車でお越しの場合
　国道３３１号線を南下。
　佐敷郵便局前の信号を
　左折。
　那覇から３０分程度。

◆入場には「入場整理券」が
　必要となります！

　※事前配布場所
　　・玉城庁舎 総務課
　　・大里庁舎 総合案内
　　・佐敷、知念 出張所

◆一時保育
　７ヶ月以上
　小学３年生まで

※下記問い合わせ先へ
　1月13日（金）までに
　お申し込みください。
　　　　

♥主　催：南城市／南城市男女共同参画推進委員会

♥共　催：南城市女性会

アクセス方法

お問い合せ ： 生活環境課（大里庁舎）　男女共同参画係  ☎946-8981（直通）

第２回 なんじょう輝きフェスタなんじょう輝きフェスタなんじょう輝きフェスタなんじょう輝きフェスタ
～男女がともに輝くために～～男女がともに輝くために～

◎一時保育あり

◎入場無料
　  （要入場整理券）

♥ 開　場：１２：３０（開演１３：００～１６：３０）
♥ 会　場：南城市文化センター・シュガーホール
♥ 対象者：どなたでも

♥オープニングセレモニー　13：00～
　劇団賞味期限、めだか保育園

♥講演　13：35～
　「ふたりでハッピーライフ～カップルで取り組むジェンダー～」
　　講師：新垣　誠さん　（沖縄キリスト教学院大学　准教授）

♥映画上映　14：45～
　作品「うまれる」

沖縄県南城市文化センター

シュガーホール
与那原署

▲那覇

▲首
里

津
波
古

与
那
原

▲
中
城

新
里 JA 佐敷

小学校
佐敷
出張所

役場前

〒
知念

▲

琉銀

331

329
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平成24年度住民税申告受付日程

各地区申告受付日程及び会場

　平成24年2月16日(木)～3月15日(木)は住民税申告の期間です。期日までに必要書類を取り揃えて、忘れずに申告を行って下さい。

　期限までに申告が無い場合は、公営住宅の入居や保育所入所、子ども手当等の申請に必要な証明書が発行できず、不便をこうむる場合

がありますのでご注意ください。

　また、提出いただいた申告書は、各種証明の基礎資料や国民健康保険税の軽減判定にも使用されますので、所得の無い方でも申告は

必要となります。

※平成24年3月16日(金)～5月11日(金)の期間はデータ処理の為、申告受付は出来ませんのでご注意下さい。期限後申告は、5月

14日(月)から税務課窓口(市民税係)で行います。

※各地区の申告会場でも確定申告を受付けます。但し、土地・建物・株式等に係る譲渡や配当所得、住宅借入金等特別控除、
青色申告及び保険年金に係る還付申告は除きます。
※行政区ごとで会場を指定していますが、都合のつかない場合は他の会場でも申告を受付けています。

※申告内容を把握していれば代理の方でも申告を行えます。

※必要書類が全て添付されていれば、郵送でも申告書を受付けています(平成24年３月15日消印有効)。但し、農業・漁業・営

業の方は領収書等の資料確認がありますので、指定の会場で申告して下さい。

嶺井、嶺井団地、福原、島袋、古堅
南風原、西原

平良、当間、銭又、仲程、真境名
稲福、大城

グリーンタウン(第二含む)、ニュータウン
高宮城、大里団地、大里第二団地

平川、稲嶺、目取真、湧稲国

●申告書（必ず事前に記入してください）
●印鑑（代理の場合は代理人の印鑑が必要です）
●平成23年1月1日～平成23年12月31日までの収入がわかる書類（源泉徴収票、給与明
細、帳簿類等）、営業や農業等の場合は同時期に支出した経費の明細(領収書、伝票、帳簿
類等)  
●生命保険料、地震保険料の支払証明書(平成23年中支払い分)
●平成23年中に支払った医療費の領収書
●学生証、障害手帳(コピー可)

平成 24 年２月 16 日 ( 木 ) ～３月７日 ( 水 ) ※土日を除く

受付時間　9:00 ～ 16:00（11:30 ～ 13:00 は除く）

各地区申告会場

(大里庁舎では受付を行っていません)

大里庁舎１階エントランスホール及び

３階講堂

大里庁舎１階エントランスホール

平成 24 年３月 9日 ( 金 ) ～３月 15 日 ( 木 )※3 月 10 日 ( 土 ).11 日 ( 日）を除く

受付時間　9:00 ～ 16:00（11:30 ～ 13:00 は除く）

※3月11日(日)に限り、右記の会場で申告受付を行います

受付時間　9:00～16:00（11:30～13:00は除く）

申
告
の
際
に
持
参
す
る
も
の

お問い合せ ： 税務課（大里庁舎）市民税係  ☎948-7124

２月16日(木)

２月17日(金)

２月20日(月)

２月21日(火)

大
里
地
区

日　　時 行　　政　　区 申告
会場

大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

９
時
〜
16
時（
11
時
半
〜
13
時
は
除
く
）

親慶原、垣花、仲村渠
百名（団地含む）、新原

玉城、中山、奥武、志堅原、堀川
つきしろ（佐敷、志喜屋地番含む）

富里、當山、屋嘉部、糸数、喜良原

愛地、船越、前川

２月22日(水)

２月23日(木)

２月24日(金)

２月27日(月)

玉
城
地
区

日　　時 行　　政　　区 申告
会場

玉
城
中
央
公
民
館

９
時
〜
16
時（
11
時
半
〜
13
時
は
除
く
）

津波古、小谷

新開、新開団地、新開第二団地
兼久

新里、佐敷、屋比久、外間

手登根、伊原、冨祖崎、仲伊保
仲伊保団地

２月28日(火)

２月29日(水)

３月１日(木)

３月２日(金)

佐
敷
地
区

日　　時 行　　政　　区 申告
会場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
時
〜
16
時（
11
時
半
〜
13
時
は
除
く
）

久原、海野、知名

安座真、久手堅、吉富、知念、知念団地

具志堅、山里、志喜屋

久高

３月５日(月)

３月６日(火)

３月７日(水)

３月７日(水)

知
念
地
区

日　　時 行　　政　　区 申告
会場

知
念
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー

久
高
島
離
島
振
興

総
合
セ
ン
タ
ー

９
時
〜
16
時

（
11
時
半
〜
13
時
は
除
く
）

10
時
〜
15
時

（
12
時
〜
13
時
は
除
く
）

★行政区ごとで会場を指定していますが、都合のつかない場合は他の会場でも申告を受付けています。

申　　　告　　　日　　　程 会　　　場
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平成24年度扶養控除の見直しについて

★公的年金受給者の申告方法が変わりました。   

○年少扶養親族に対する扶養控除の見直し

　平成２２年度にあった税制改正により、年少扶養親族（１６歳未満の扶養親族）に係る扶養控除（３３万円）が廃止されます。

ただし、市県民税の非課税限度額等の算定に扶養親族の人数が必要となりますので、市県民税申告書の16歳未満の扶養親族欄

も必ず記入して下さい。給与所得者については、年末調整時に｢給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」の「住民税に関する事

項」欄に扶養控除の対象とならない１６歳未満の扶養親族を必ず記入してください。

■下記ホームページ等も参照ください。

総務省ＨＰ 個人住民税の「給与所得者の扶養親族申告書」等について

国税庁ＨＰ 給与所得者の扶養親族等（異動）の申告

　　　　　公的年金等の受給者の扶養親族等の申告

○特定扶養親族（１６歳以上１９歳未満）の控除額の変更

　特定扶養親族のうち、年齢１６歳以上１９歳未満の特定扶養親族に対する扶養控除（現行４５万円）が３３万円に変更されます。

年齢１９歳以上２３歳未満の方の扶養控除額は４５万円のままで変わりません。

○同居特別障害者に対する障害者控除の見直し

　扶養親族または控除対象配偶者が同居の特別障害者である場合に扶養控除額、または配偶者控除額に２３万円を加算する措

置について、特別障害者控除額（３０万円）に２３万円を加算する措置に改められました。これにより、同居特別障害者の場合の障

害者控除額の額は５３万円になります。

　なお、１６歳未満の年少扶養親族に対する扶養控除の適用はありませんが、１６歳未満の扶養親族が障害者である場合には、

障害者控除は適用されますので申告をお願いします。

　所得税法が改正され、平成23年分以後の所得税について、その年分の公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、かつ、その年分

の公的年金に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下の場合には、所得税の確定申告が不要となりました。

Ｑ１：前年中に収入がなくても申告は必要ですか？
Ａ：前年中に収入がなかった方は住民税申告の義務はありませんが、税証明交付や国
民健康保険税の算定、県営団地等の申請に申告が必要となる場合がありますので、期
限内での申告をお勧めします。

Ｑ２：税制改正により住民税の税額はどうなりますか？（例：16歳未満の子
ども3名の場合）
Ａ：これまでの一般扶養控除33万円×3名の控除がなくなりますので、収入が前年と
同じ場合且つ税率一律10％で算出するとおよそ10万円の増税になります。

お問い合せ ： 税務課（大里庁舎）  ☎948-7124

平成24年度の市県民税が下記のとおり変更になります。

子ども手当の対象 高校無償化の対象

※16～19歳未満の特定扶養控除は、一般扶養控除に移行。  

上乗せ分12万円

一般扶養控除
33万円

同居老親等
(7万円上乗せ)

廃止

廃止

0 15 16 18 19 22 23～ ～ ～ ～年齢 69 70～

控除対象配偶者（老人）…昭和17年1月1日以前生まれの者

老人扶養親族 ……………昭和17年1月1日以前生まれの者

特定扶養親族 ……………昭和64年1月2日～平成5年1月1日生まれの者

その他の扶養親族 ………平成5年1月2日～平成8年1月1日及び

　　　　　　　　　　　昭和17年1月2日～昭和64年1月1日生まれの者

16歳未満の扶養親族……平成8年1月2日～平成23年12月31日生まれの者

平成２３年度
「市県民税第４期分」
の納期について

◎ 納 期 限 ◎
平成２4年1月31日（火）

※期限内での納税が困難な方には納税相談
　を行っております。

　１月は市県民税の第4期分の納期月

となっております。納め忘れのないよう

早めの納付をお願いします。

特定扶養控除
(※)
33万円

一般扶養控除
33万円

特定
扶養
控除
45万円

老人
扶養
控除
38万円

住民税 Ｑ＆Ａ住民税 Ｑ＆Ａ住民税 Ｑ＆Ａ
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　南城市の素晴らしい自然景観や歴史文化資源等は、市民共通の貴重な財産です。それらを、守り育
て、後世へ引き継いでいくため、南城市では、景観まちづくり計画の策定に取り組んでいます。
　平成22年８月10日に、南城市は都市計画区域の変更をし、新たな土地利用計画がスタートしています
が、その中でも、風致地区や用途地域を除いて建物の高さや色などについてのルールはありません。景
観まちづくり計画により、そのルールを設定することにより、よりよい景観づくりに向けて取り組んで
います。
　これらの計画に市民の皆様のお考えを反映させるべく、住民説明会を下記の日程で実施いたします。
多くの市民の皆様のご参加を宜しくお願いします。

　サトウキビ農家にとりましては、製糖時期となりご多忙なことと思います。
　農地等から流出する土砂や枯葉及び堆肥袋・資材等が側溝に詰まり、それが原因となる道路の冠水
や、農作物への被害が毎年起きています。
　昨年は特に、民家や下流側農地への大雨による甚大な被害を受けた地域もありました。
　農家の皆様におかれましては、農地等の保全や適正な施設の維持管理に努めてくださいますようご協
力をお願いいたします。

南城市景観まちづくり計画の策定についての住民説明会の開催について南城市景観まちづくり計画の策定についての住民説明会の開催について

農地等の保全や適正な維持管理について農地等の保全や適正な維持管理について農地等の保全や適正な維持管理について

お問い合せ ： 田園整備課（玉城庁舎）  ☎948-1498

午後７時～

午後７時～

午後７時～

午後７時～

南城市知念社会福祉センター

玉城庁舎２階ホール

南城市佐敷老人福祉センター

南城市大里農村環境改善センター

知 念 地 区

玉 城 地 区

佐 敷 地 区

大 里 地 区

２月２１日（火）

２年２２日（水）

２年２３日（木）

２月２４日（金）

期　　日地　　区 時　　間 場　　所

水路をせき止めた
箇所からの被害
水路をせき止めた
箇所からの被害

農業用パイプによる排水路の機能不全
農業用パイプによる排水路の機能不全

土砂と農業用パイプにより
排水機能を失う
土砂と農業用パイプにより
排水機能を失う

ネットなどが掛っての被害
ネットなどが掛っての被害

集水枡、排水路が
詰まっての被害

集水枡、排水路が
詰まっての被害

お問い合せ ： 都市建設課（玉城庁舎）  ☎948-7146
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公的年金等の源泉徴収票が送付されます公的年金等の源泉徴収票が送付されます公的年金等の源泉徴収票が送付されます

老齢給付の受給者に送付
　国民年金、厚生年金保険および共済組合などから支給される公的年金等については、所得税法上「雑所得」とみ
なされ、所得税が課せられます。しかし、国民年金法等において、障害もしくは死亡を支給事由とする年金につい
ては課税しないこととなっているため、老齢もしくは退職を支給事由とする年金についてのみ課税されます。　
　公的年金等の支払者（厚生労働省・各共済組合）は、所得税が老齢年金等から源泉徴収された否かにかかわらず、
老齢年金等を受けている方々全員に「公的年金等の源泉徴収票」を作成し、その翌年１月31日までに交付されます。
　このため、厚生労働省から委託された日本年金機構では、国民年金、厚生年金保険の対象となる年金受給者の
方々に平成23年分の源泉徴収票を作成し、平成24年１月末日までに届くよう送付されます。
　源泉徴収票に記載されている事項は、その年の１年間に支払われた年金の総額、社会保険料の金額、源泉徴収税
額および控除内容となっています。
　なお、65歳未満で年金の支払額が108万円に満たない方と、65歳以上で年金の支払額が158万円に満たない方に
ついては、所得税が源泉徴収されません。
　また、「障害年金」や「遺族年金」については非課税ですので、源泉徴収票の送付はありません。

確定申告の際に必要
　２つ以上の年金の支払者に扶養親族等申告書を提出している方や、年金以外に給与等の所得がある方、または公
的年金等の雑所得の合計額が各種所得控除の合計額を超える方などは、確定申告を行うことになっています。この
源泉徴収票は、その際に、添付書類として必要となりますので大切に保管してください。
　なお、老齢年金等から特別徴収されていない介護保険料などの社会保険料がある場合は、確定申告を行い、所得
税の過不足分を精算することになります。
　万一、源泉徴収票を紛失された場合や未着の場合等には、日本年金機構のコールセンター（ねんきんダイヤル
TEL ０５７０－０５－１１６５）において源泉徴収票の再交付の受付を行っています。
　また、来訪による源泉徴収票の再交付の受付、その他の年金相談については、年金事務所および年金相談センタ
ーで受付けています。お問い合わせ等の際は、年金証書の基礎年金番号・年金コードをご用意ください。

　南城市の平成23年度国民健康保険税は平成23年４月から納付が始まり、最終納付期限（11期分）は平
成24年２月29日となっております。
　国保税の納め忘れがある世帯は早めに下記の金融機関、コンビニまたは市役所各庁舎にて納付して下
さいますようお願いいたします。
　なお、平成24年度の保険証の切り替えを３月に予定しておりますが、保険証の郵送世帯は平成24年
１月31日までに平成23年度国保税の10期分までを完納し、かつ過年度に未納のない世帯が対象となり
ます。いま一度納め忘れがないか確認しましょう。

沖縄県農業協同組合
琉球銀行
沖縄銀行
沖縄海邦銀行
沖縄県労働金庫
ゆうちょ銀行、郵便局（沖縄県内）
沖縄県信用漁業協同組合連合会

（注１）
※金融機関、コンビニでは納付期限の過ぎた納付書は使用できません。
※納付期限が過ぎている場合は、知念、佐敷、玉城各市民課窓口または大里庁舎健康課
窓口で納付書再発行の手続きをお願いします。
※次の納付書はコンビニではお取り扱いできません。
　○バーコードの表示がない。　　　　　　　　　　　○バーコードが読み取れない。
　○記載されている納付額が30万円を超えている。　　○金額が訂正されている。

●納付できる金融機関●

国保税の納め忘れはありませんか？
～平成23年度の南城市国民健康保険税の納付について～

お問い合せ ： 浦添年金事務所 ☎877-0733

お問い合せ ： 健康課（大里庁舎）  ☎946-8961

（注１）

★国保税の納付は、
便利で納め忘れのない
口座振替をお勧めします
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南城市立 図書館だより

図書館カレンダー図書館カレンダー

知念図書館 ☎948-7340
佐 敷 分 館 ☎947-1100
玉 城 分 館 ☎948-7320
大 里 分 館 ☎946-9512

※ 1（日）～3（火）年始休館
※ 9（月）成人の日
※10（火）振替休館

おやすみ・開館じかん
日月 火 水 木 金 土

5 6 7
14131211109

8432
1

212019181716
15

282726252423
22

3130
29

知念・玉城図書館

佐敷・大里図書館

定期休館日

平日：午前9時～午後6時　土・日：午前9時～午後5時
※12時～13時は休憩時間のため閉館いたします。

毎週
月曜日

毎週
火曜日

毎月
第3木曜日

毎月
第4木曜日

館内整理日
お知らせ

・1月は4日（水）より開館いたします。・2月は蔵書点検を予定しています。未返却の本は早めに返却をお願いします。※11（土）建国記念の日
※定期休館日・館内整理日は
　お休みです。

日月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

10 119876
1817
12
1916151413

25 262423222120

2827 29

南城市立図書館より新年のごあいさつを申し上げます。昨年は一人
一人のつながりが支えとなって絆が結ばれた一年でした。今年は多く
の方が笑顔で過ごせる年になりますよう祈っております。

蔵書点検　大里分館（休館）

蔵書点検　知念図書館（休館）3/4まで
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『「吉川メソッド」食べて美しいボディラインを作る！』〈玉〉
『気になる部分が思いどおりに変わるシェイプアップトレーニング』〈大〉
『やせにくくなった人の伊達式食べやせダイエット』〈佐・大〉
『やせたければ体を温める！』〈知〉

身軽な気持ちでスタート！

『普通の家族がいちばん怖い』〈知〉
『こどもと楽しむにほんの行事ごはん』〈大〉
『しばわんこの和のこころ③日々の愉しみ』〈玉・大〉
『ひとり暮らしの季節ごよみ』〈玉〉

お正月〈一般書〉

『干支の切り紙』〈大〉
『なにしているの？辰』〈大〉
『十二支の話題事典』〈知〉
『どうして十二支にネコ年はないの？』〈玉〉

干支のエトセトラ

『おしょうがつこびとのおはなし』〈玉・知〉
『七ふくじんとおしょうがつ』〈大・佐・知〉
『おせちいっかのおしょうがつ』〈佐〉
『おもちのきもち』〈知・玉〉

おしょうがつえほん

『島田秀平の幸せになれる開運！手相占い』〈玉〉
『石井ゆかりの12星座シリーズ』〈大〉
『ハッピーになれる夢占い』〈佐〉
『すべてがわかる風水開運大事典』〈知・大〉

運をきりひらく

〈　〉内は所蔵館を表しています。
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15 16 17 18 19 20 21
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22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 2/1 2/2 2/3 2/4

2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10 2/11

ＢＣＧ（3ヶ月～6ヶ
月未満）（沖縄県総合
保健協会／1 5 : 3 0 ～
16:00）

南城市成人式（シュ
ガーホール／受付11:30
／式典 12:30）

ＢＣＧ（3ヶ月～6ヶ
月未満）（沖縄県総合
保健協会／1 5 : 3 0 ～
16:00）

乳児一般健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

南城市年始会（ユイ
ンチホテル南城／16:00
～）

なんじょう輝きフェ
スタ(⇒p13)

ごみ問題を考える
集い(⇒p13)

市県民税第4期分
納期限

しまくとぅばお話大
会(⇒p11)

旧正月

成人の日

建国記念の日

元旦 振替休日
第 6 回南城市新春
マラソン大会（受付 
知念出張所駐車場にて
10 時～11時）
問：市 青 年 連 合 会
（090-5470-0123）

2/12

１歳半児健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

無料法律相談（⇒
p10）

文化協会総合文化
展（～12日）（⇒p12）

離乳食実習（大里総
合保健福祉センター／
13:30～13:45）

3歳児健診（大里総合
保健福祉センター／
13:30～15:00）

乳児一般健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

知名埼灯台一般公
開（知名埼灯台／10:00
～16:00）

１歳半児健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

無料法律相談（⇒
p10）

グッジョブ相談ス
テーション（⇒p12）

さしきウィンドア
ンサンブル定期演
奏会（⇒p11）

法律相談……………………………
健診・検診………………………… 
予防接種・母子保健事業………… 
シュガーホール……………………
◯消 消費生活相談……………………
◯こ こころとからだの健康相談……

1948－7111
1946－8961
1946－8987
1947－1100
1946－8981（毎週火曜 大里庁舎2階 10時～12時・13時～16時）
1880－0576（毎週火曜・金曜地域活動支援センター  13時～17時）

お問い合せ ： 南城市上下水道部　水道総務課  1946-8993

下水道の接続推進にご協力を！下水道の接続推進にご協力を！

平成２３年度標語 下水道　生きものすべての　いのちのわ

農漁業集落排水事業

公 共 下 水 道 事 業

行政人口
12,544
11,549
5,227
29,320

11,517
40,837

利用可能人数
4,070
10,802
4,903
19,775

8,002
27,777

整備率
32.4％
93.5％
93.8％
67.4％

69.5％
68.0％

接続人数
3,988
7,514
2,844
14,346

4,092
18,438

接続率

行政人口 利用可能人数 整備率 接続人数 接続率

98.0％
69.6％
58.0％
72.5％

51.1％
66.4％

下水道接続率 平成23年10月末

佐敷地区の津波古、新開、新里、兼久、小谷、佐敷、手登根の一部については、下水道接続可能ですが、他の地域は、現在、整備中でございます。

大 里 地 区
玉 城 地 区
知 念 地 区
合 　 　 　 計

佐 敷 地 区
市 　 全 　 体

日 月 火 水 木 金 土

南城市の予定行事カレンダー南城市の予定行事カレンダー南城市の予定行事カレンダー1月



お話のお相手
なんじぃ

日
の
出
を
待
っ
て

- 

空
、
く
も
っ
て
る
ね
、
な
ん
じ
ぃ
。

日
の
出
、
見
ら
れ
る
の
か
な
ぁ
。

「
明
け
な
い
夜
も
な
い
し
、
晴
れ

な
い
空
も
な
い
な
ん
」

- 

そ
う
だ
ね
。
今
年
は
明
る
い
年

に
し
た
い
ね
。

「
沖
縄
の
言
葉
で
『
哀
り
ど
ぅ
素

性
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
な
ん
」

- 
ど
う
い
う
意
味
？

「
苦
労
す
る
こ
と
で
、
深
い
人
間

性
が
培
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
」

- 

へ
ぇ
ー
。
日
本
も
去
年
の
悲
し

み
を
乗
り
越
え
て
よ
り
良
い
地
域

に
し
た
い
ね
。

「
だ
ぁ
、
久
高
島
に
平
和
と
感
謝

を
お
祈
り
す
る
な
ん
」

- 

う
ー
と
ー
と…

。
な
ん
じ
ぃ…

晴
れ
て
来
た
よ
ぉ
！ 

日
の
出
が
ぁ

あ
あ
！

「
太
陽
見
ら
れ
て
め
で
た
い
よ
う
！
」

- 

な
ん
じ
ぃ
い
い
！

■発行／南城市  〒901-0695  南城市玉城字富里 143 番地（情報推進課） TEL 098-948-7229  FAX 098-852-6004
　h t t p : / / w w w . c i t y . n a n j o . o k i n a w a . j p

見ぃーつけた！ Good
!

第１弾は、“なんじぃポチ袋”
がんじゅう駅・南城で発売中。
（売り切れゴメンなん）
TEL 948-4611（南城市観光協会）

ハート発見
シリーズ
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